
久喜市デマンド交通（くきまる）の運行内容について 

 

 

（１）協議結果 

No. 項目 前回会議までの協議結果 

１ 乗降ポイント（目的地） 

 

 

① 乗降ポイント（目的地）を増やす場合は、

地域公共交通会議で協議して追加する。 

② 路線バスとの乗り継ぎは、現状のままと

する。 

③ 今後の対応（乗降ポイントの追加など）

については、実施手順のルール化を検討

する。 

２ 路線バス・市内循環バスと

の乗り継ぎ 

３ 運行日（曜日） 

 

現状のままとする。 

４ 運行時間帯（運行ダイヤ） 

 

５ 利用料金  今後も継続して検討していく。 

 

６ 運行区域 

 

現状のままとする。 

７ 80 歳以上の方の利用料金

の半額化 

 

平成 28 年 4 月 1 日から実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（裏面あり） 

資料４ 



（２）利用料金 

前回会議までの主な意見 

No. 内容 

１ 300 円から 500 円にしても利用を控えるということはないと思う。持続可能な

利用料金を考えるべきであり、今、値上げを行うべきである。 

 

２ 市の財政状況や今後の事業運営を考えると、今 500 円に値上げすべきである。 

 

３ 「300 円」という金額は、市民に浸透してきたところである。値上げは、1年先

の消費税の増税とともに考えていきたい。 

 

４ 早々に変えるべきではない。例えば、消費税増税のタイミングで値上げを検討

するなど、見通しの道筋をたててからの方がよい。 

 

５ 市の財政状況と交通事業者の値上げのタイミング（消費税増税、電車・バス・

タクシーの料金改定）の２つの側面との調整を図って検討すべきである。 

 

６ 民間バスやタクシーとの関係を踏まえながら運行開始時に決定した経緯がある

ので、当面は、300 円を維持した方がよい。 

県内には 500 円の団体（秩父市、白岡市、幸手市の 3 団体）もあるが、久喜市

とは割引制度の適用など状況が異なる。 

 

７ 例えば、久喜地区への乗り入れをするのなら 500 円で納得してもらえるかと思

うが、現行エリアでの運行のままであれば、値上げは難しいと思う。 

また、市内循環バスは 100 円なので、デマンド交通は 300 円のままがよいと思

う。 

 

８ 消費税増税のタイミングは大きなポイントであると思うが、どういう理由で上

げるのか、また、値上げする対価として享受できるメリットがないと、利用者は

納得しないと思う。 

運賃改定のワーキングチーム・分化会を作って検討してはどうか。 

 

９ 長距離の移動をしている方は、300 円から 500 円になってもそれ程大きな影響

はないと思う。逆に、短い距離で利用されている方は、かなり抵抗があると思う。

もう少し利用データを整理して提供していただき、検討すべきである。 

 


